
プ ロ グ ラ ム 名 木造都市を展望する～ヘルシンキと名古屋のウッドシティーの観点から～ 認定CPD ２単位

開 催 日

開 催 場 所

担 当 理 事 企画委員会  成田益美     細井昭男 その他

NSK会員とその所員、建築関係   参加者 31名

   CPD参加者  17名       2次会参加者 13名

備 考

講演会は、日本福祉大学の坂口氏を講師に、「木造都市を展望する ～ヘルシンキと名古屋のウッドシ

ティーの観点から～」と題して、①建築業界に求められる環境対応 ②国内外の先進的な木造・木質建

築の事例 ③ヘルシンキにおける事例 (木造の耐久性の観点から) ④２つのウッドシティーから木造

都市へ の各表題について、参考資料をもとに解説をして頂きました。

2050年の脱炭素目標に向けて、建築業界に求められる環境対応や先進事例も交えながら、

木造先進国の北欧の状況と我が国における課題･展望についてわかりやすく説明を頂き、参加会員の

今後の設計活動においても有意義な講演会となりました。

   日本福祉大学 健康科学部 福祉工学科  准教授 坂口  大史  氏

   名古屋市中区丸の内一丁目15-15 桜通ビル6階   LECホール

参 加 者

講 師

   2023年3月14日（火） 15：30～17：00


